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小
野
町
総
合
防
災
訓
練
を
９
月
13
日
、

鶴
庭
工
業
用
地
周
辺
と
関
東
エ
ラ
ス
ト

マ
ー
株
式
会
社
を
会
場
に
実
施
し
ま
し

た
。

　
「
同
地
区
内
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．

５
の
地
震
が
発
生
し
、
さ
ら
に
台
風
接

近
に
伴
う
大
雨
で
町
内
で
も
土
砂
崩
れ
、

建
物
火
災
な
ど
多
く
の
災
害
が
発
生
し

た
」こ
と
を
想
定
し
、
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
が
主
体
と
な
り
、
小
野
赤
沼
、

菖
蒲
谷
、
雁
股
田
、
皮
籠
石
、
小
野
山

神
の
各
行
政
区
自
主
防
災
会
が
連
携
し
、

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
消
火
器
を
使
っ
た
初

期
消
火
訓
練
、
陸
上
自
衛
隊
と
自
主
防

災
会
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
警
本
部
ト
ラ
イ
ア
ル
バ
イ

ク
隊
に
よ
る
被
害
情
報
調
査
や
消
防
団

に
よ
る
遠
距
離
中
継
送
水
訓
練
、
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上
空
か
ら
の
散

水
、
関
東
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
株
式
会
社
防

災
会
に
よ
る
避
難
誘
導
お
よ
び
消
火
訓

練
な
ど
、
関
係
機
関
と
住
民
が
一
体
と

な
っ
た
訓
練
と
な
り
、
参
加
者
は
本
番

さ
な
が
ら
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

田村消防署救助隊による負傷者救出訓練

山林消火活動訓練

　
　
　
（
前
）小
野
町
教
育
長　

吉
田　

勝
人

　

こ
の
度
、
９
月
30
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、
教

育
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
13
年
７
月
１

日
か
ら
８
年
３
か
月
に
亘
り
、
教
育
関
係
者
の
皆

様
を
は
じ
め
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
協

力
を
い
た
だ
き
職
務
を
私
な
り
に
全
う
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　

在
任
中
を
顧
み
ま
す
と
、
町
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
夢
を
実
現
さ
せ
る
学
校
教
育
の
充
実
、

就
学
前
教
育
の
重
要
性
を
踏
ま
え
た
幼
児
教
育
・

保
育
の
一
元
化
へ
の
取
り
組
み
と
子
育
て
支
援
、

国
際
理
解
・
交
流
の
推
進
、
心
ふ
れ
あ
う
生
涯
学

習
の
充
実
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
等
、
多

く
の
教
育
分
野
の
課
題
解
決
と
推
進
に
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
少
子
化
社
会
の
急
激
な
進
行
が
教
育
に

及
ぼ
す
影
響
を
踏
ま
え
、
教
育
環
境
整
備
の
基
本

方
針
を
策
定
し
、
小
学
校
の
再
編
・
統
合
、
給
食

セ
ン
タ
ー
機
能
を
備
え
た
小
野
中
学
校
の
全
面
改

築
な
ど
、
町
に
と
り
ま
し
て
も
大
変
重
要
な
教
育

の
具
現
化
に
向
け
て
教
育
長
と
し
て
の
重
責
を
担

う
こ
と
が
で
き
、
心
に
残
る
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
は
、
60
年
ぶ
り
の
教
育
基
本
法
の
改

正
に
伴
い
、
学
習
指
導
要
領
も
改
定
さ
れ
る
な
ど
、

新
た
に
教
育
再
生
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

新
学
習
指
導
要
領
は
、
小
学
校
が
平
成
23
年
度
、

中
学
校
で
は
平
成
24
年
度
に
完
全
実
施
さ
れ
ま
す
。

改
定
に
よ
り
、
授
業
時
数
と
指
導
内
容
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
す
で
に
完
全
実
施
に
備
え
、

小
学
校
５
・
６
年
生
へ
の
週
１
時
間
の
外
国
語
活

動
の
導
入
、
教
材
・
備
品
等
の
整
備
を
行
う
な
ど
、

教
育
現
場
の
ご
協
力
を
得
て
移
行
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
は
、

大
き
な
変
革
期
に
あ
り
ま
す
。「
確
か
な
学
力
」「
豊

か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」の
調
和
を
重
視
し
た「
生

き
る
力
」を
育
む
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
お
互
い
協
力
し

合
っ
て
、
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
な
ど
、

生
き
る
力
を
育
ま
せ
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

に
そ
の
子
に
合
っ
た
教
育
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち

の
夢
を
実
現
さ
せ
る
よ
り
良
い
教
育
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
教
育
関
係
者
の
皆
様
、
町
民
の
皆
様

方
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
確
か
な
も
の
と

す
る
教
育
の
着
実
な
前
進
を
目
指
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
多
幸
を
お
祈

り
し
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


